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障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしやすい山口県
やまぐちけん

づくり条例
じょうれい

（概要
がいよう

） 

 前文
ぜんぶん

                                          

（現状
げんじょう

と課題
かだい

等
とう

） 

・ 平成
へいせい

26
２６

年
ねん

に我
わ

が国
くに

が批准
ひじゅん

した障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、障害者
しょうがいしゃ

の受
う

け

る差別
さべつ

や制限
せいげん

への理解
りかい

を深
ふか

め、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

の考
かんが

え方
かた

に基
もと

づく取組
とりくみ

を推進
すいしん

して

いく必要
ひつよう

がある。 

・ しかしながら、今
いま

なお、障害者
しょうがいしゃ

は差別
さべつ

を受
う

けたり、社会
しゃかい

における障壁
しょうへき

を取
と

り除
のぞ

くための配慮
はいりょ

を受
う

けられずに暮
く

らしにくさを感
かん

じている。 

・ また、外見
がいけん

からは分
わ

かりにくい障害
しょうがい

のために周囲
しゅうい

の理解
りかい

が得
え

られず苦
くる

しんでい

る人
ひと

や、手帳
てちょう

等
とう

の交付
こうふ

に至
いた

らないものの日常
にちじょう

生活
せいかつ

等
とう

で困難
こんなん

を余儀
よ ぎ

なくされている

人
ひと

も少
すく

なくない。 

・ このため、県
けん

では、これまであいサポート
さ ぽ ー と

運動
うんどう

を通
つう

じて障害者
しょうがいしゃ

が暮
く

らしやすい

地域
ちいき

社会
しゃかい

をつくるため、様々
さまざま

な取組
とりくみ

を進
すす

めてきた。 

（条例
じょうれい

制定
せいてい

の背景
はいけい

） 

・ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

の改正
かいせい

に伴
ともな

い、差別
さべつ

解消
かいしょう

等
とう

に一層
いっそう

取
と

り組
く

む必要
ひつよう

がある。 

・ 東京
とうきょう

パラリンピック
ぱ ら り ん ぴ っ く

競技
きょうぎ

大会
たいかい

を契機
けいき

として生
う

まれた、障害
しょうがい

や障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する

関心
かんしん

と共生
きょうせい

意識
いしき

の高
たか

まりを持続
じぞく

させる必要
ひつよう

がある。 

（決意
けつい

表明
ひょうめい

） 

・ 一人一人
ひとりひとり

が障害
しょうがい

理解
りかい

を深
ふか

めて差別
さべつ

解消
かいしょう

に取
と

り組
く

み、県
けん

、市町
しちょう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

及
およ

び県民
けんみん

が一体
いったい

となって共生
きょうせい

社会
しゃかい

を実現
じつげん

する。 

 第１章
だい１しょう

 総則
そうそく

                                     

１ 目
もく

  的
てき

 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

し、共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

 

２ 定
てい

  義
ぎ

 ① 障害者
しょうがいしゃ

   ② 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

  ③ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

３ 基本
きほん

理念
りねん

 

① 障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

の尊重
そんちょう

  ② 差別
さべつ

の禁止
きんし

  ③ 障害
しょうがい

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

す

る理解
りかい

 

４ 県
けん

の責務
せきむ

  

差別
さべつ

解消
かいしょう

その他
た

の共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた施策
しさく

の策定
さくてい

・実施
じっし

 

５ 市町
しちょう

等
とう

との連携
れんけい

 

県
けん

は、施策
しさく

の策定
さくてい

・実施
じっし

に当
あ

たり、市町
しちょう

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

、県民
けんみん

その他
た

の関係者
かんけいしゃ

と連携
れんけい
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６ 事
じ

業者
ぎょうしゃ

及
およ

び県民
けんみん

の責務
せきむ

 

① 障害
しょうがい

理解
りかい

の深化
しんか

  ② 県
けん

が実施
じっし

する施策
しさく

への協 力
きょうりょく

 

 第２章
だい２しょう

 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

                        

〇 県
けん

及
およ

び事
じ

業者
ぎょうしゃ

による不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いを禁止
きんし

するとともに、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

を義務
ぎ む

とする。 

〇 障害者
しょうがいしゃ

でない者
もの

と異
こと

なる不利益
ふ り え き

な取扱
とりあつか

いをすることに正当
せいとう

な理由
りゆう

がある場合
ばあい

又
また

は負担
ふたん

が過重
かじゅう

なため合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

ができない場合
ばあい

は、障害者
しょうがいしゃ

に理由
りゆう

を説明
せつめい

し、

理解
りかい

を得
え

るよう努
つと

める。 

 

 第３章
だい３しょう

 障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

を解消
かいしょう

するための体制
たいせい

                                       

（相談
そうだん

体制
たいせい

） 

 県
けん

は、市町
しちょう

が応
おう

じる相談
そうだん

の解決
かいけつ

を支援
しえん

するとともに、市町
しちょう

において解決
かいけつ

が困難
こんなん

な

相談
そうだん

に応
おう

じ、相談
そうだん

の解決
かいけつ

が図
はか

られるよう必要
ひつよう

な助言
じょげん

等
とう

の業務
ぎょうむ

を行
おこな

う。 

（あっせん・勧告
かんこく

・公表
こうひょう

） 

・ 障害者
しょうがいしゃ

は、障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

事案
じあん

の解決
かいけつ

を図
はか

るため、知事
ち じ

に対
たい

し、あっ

せんを求
もと

めることができる。 

・ 知事
ち じ

の付託
ふたく

を受
う

け、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

は、あっせん案
あん

を作成
さくせい

し、当
とう

事者
じしゃ

に提示
ていじ

する。ただし、事
じ

業者
ぎょうしゃ

に違反
いはん

の事実
じじつ

が認
みとめ

められない場合
ばあい

には、当事者
とうじしゃ

にその旨
むね

を通知
つうち

する。 

・ 知事
ち じ

は、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が正当
せいとう

な理由
りゆう

なくあっせん案
あん

に従
したが

わないときは、必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずるよう勧告
かんこく

することができる。 

・ 知事
ち じ

は、勧告
かんこく

を受
う

けた事
じ

業者
ぎょうしゃ

が正当
せいとう

な理由
りゆう

なく勧告
かんこく

に従
したが

わないときは、そ

の旨
むね

を公表
こうひょう

することができる。 

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

） 

 あっせんを行
おこな

わせるため、十人
じゅうにん

以内
いない

で組織
そしき

する委員会
いいんかい

を置
お

く。 

 第４章
だい４しょう

 共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に向
む

けた施策
しさく

の推進
すいしん

等
とう

                                          

（普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

） 

・ 障害
しょうがい

及
およ

び障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する県民
けんみん

の関心
かんしん

と理解
りかい

を深
ふか

めるための啓発
けいはつ

等
とう

の施策
しさく

を

実施
じっし

  

（幼児期
よ う じ き

からの理解
りかい

の促進
そくしん

） 

・ 幼
よう

児期
じ き

からの障害
しょうがい

理解
りかい

のための交流
こうりゅう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

等
とう

の施策
しさく

を実施
じっし
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（文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

等
とう

への参加
さんか

の機会
きかい

の充実
じゅうじつ

等
とう

） 

・ 障害者
しょうがいしゃ

の文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

、スポーツ
す ぽ ー つ

等
とう

を通
つう

じた交流
こうりゅう

及
およ

び相互
そうご

理解
りかい

を促進
そくしん

 

（情報
じょうほう

取得
しゅとく

等
とう

に関
かん

する施策
しさく

の推進
すいしん

） 

・ 障害者
しょうがいしゃ

の十分
じゅうぶん

な情報
じょうほう

の取得
しゅとく

利用
りよう

、円滑
えんかつ

な意思
い し

疎通
そつう

のための施策
しさく

を実施
じっし

 

（県民
けんみん

全体
ぜんたい

での取組
とりくみ

の推進
すいしん

） 

・ 多様
たよう

な障害
しょうがい

の特性
とくせい

を理解
りかい

し、必要
ひつよう

な配慮
はいりょ

を実践
じっせん

する運動
うんどう

を県民
けんみん

全体
ぜんたい

で取
と

り組
く

む 

（県民
けんみん

等
とう

の活動
かつどう

の支援
しえん

） 

・ 県民
けんみん

等
とう

が自発的
じはつてき

に行
おこな

う障害
しょうがい

理解
りかい

に関
かん

する活動
かつどう

促進
そくしん

のため必要
ひつよう

な支援
しえん

を実施
じっし

 

（人材
じんざい

の育成
いくせい

及
およ

び確保
かくほ

） 

・ 相談
そうだん

への的確
てきかく

な対応
たいおう

及
およ

び紛争
ふんそう

の防止
ぼうし

又
また

は解決
かいけつ

のため、人材
じんざい

を育成
いくせい

及
およ

び確保
かくほ

  

 第５章
だい５しょう

 雑則
ざっそく

                                              

障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

及
およ

び共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた施策
しさく

を推進
すいしん

するため、

必要
ひつよう

な財政上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

を講
こう

ずるよう努
つと

める。 

 第６章
だい６しょう

 罰則
ばっそく

                                              

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

調整
ちょうせい

委員会
いいんかい

委員
いいん

の秘密
ひみつ

保持
ほ じ

義務
ぎ む

違反
いはん

に罰則
ばっそく

を科
か

す。 

 附則
ふそく

                                               

この条例
じょうれい

は、公布
こうふ

日
び

から施行
しこう

する。ただし、事
じ

業者
ぎょうしゃ

による合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

の義務
ぎ む

及
およ

び紛争
ふんそう

解決
かいけつ

体制
たいせい

の整備
せいび

については、令和
れいわ

５年
５ねん

４月
４がつ

１日
１にち

から施行
しこう

する。 


